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　曰昨被服の房芙朗^能^戚覚昨降能などに嗜債ずろ寥夢なi のとし乙,即心外の表面持

性iダあう，やの表面付性I-は, 尤の渾係する反射特性，チ渚栓に肺兪する摩挿特性, 凹

＆任J:その形吠，老乱織禍泣などの表酌物性と, ftぼ咸手触り, 凹凸義，テ,りぺ峰

べ･- Qどの湊和物雌,c h とずく刄今ヽい，さうに表電z拐性で表心簒合い･こよって些rるイメ

- ジ'v'あゲられろ。L 侵白2 , やの表面持性き｡朗吟かI'すろに･ふ，や長愈にt とず‘く物

任，昇拓ヽ，イメージき総合的r.検灯すかﾇ'手必｀あろ。和昿のイメージ詞沓,い匍レt I割II

靖ﾂﾞの婦人スーツとの夥み1= 厠f る研究があ^ 貳本研痢もとくに表恥辱態を溥･こすろ

各種の希がどのようなイメ-ジとし乙とら;t ら"八T 11う勺｀Iてつぃz飼唯し，最諮幻r. I貳

表盈7の異りるやの佃海イX - ジを明ら1? rフレ｡表屋ﾌ句性や’義面～一合ヽりの廓係につ･･Z総
冷的に研覗す1 ことを曰的としてヽヽろ,

　力泳，用いた試料は綿推靭タ種iぶいレ, ローン.ブカード，金巾，叉痢ギT A"フン，

すテン，ずヽソクスフis -ド，クレープ，わレ，別島　コー’レ元　タ恥レ，レ″ス，゜“斗，

楊岬，ピケ，すツカーバ峰章殖など）どぶ乱イメージ用鎔の抽出＼もハづフッヴシバ

モード｀･エ｛－ド,雀花，恭ヽヽず叫，n^・・･ヵ（いず幻けﾜ砕刷物）b , 翼同心松泥ぐ

の研究t･｀ウ約ス・・詔収藁ﾚﾉ長面避慨物理鋳性，慕覚持性に淘係す1用諸色そ収ぞれ/じ）

～/か嗅∂産出しfc。
　結果、調看粕果の鉢掌を当･s発表r 5
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B－24 織物の方向性による色変化（3）斜文繊の場合（機械劃定）
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由美子

　II I-It)に　織物表･幻は繊稚および糸の構成により巴丿凸おあ'J, fの凹凸状態は紙ぐr料

面などと比べて粗いがか'Xり規則性のある方向地をもっている. 繊物の光学的な反射特地

は，一方向から入射した平行ｔ東の反射光は受t角によって変化が大きい。他方，組物に

よっては, 織物を見る方向により，色が哭なることは経験上ﾏ゛も周知のことである。しか

し, 現在の色;1'J定器ii,試料面に平行東を投射した後，積分球により完全拡駿した反射光

を受tしているといわれるが，試料今上に置く試料の方向によ,て, 結果が翼なるのｒは

ないかということを促えX ，ヽる。匙に繊維ﾀ会でｰｱｔテりヽの朱子織物を試料とした粘粟

を発表したが，今回は, キュアラ100 Zの斜文組物を試料とし, 紙物の色測定に対レ基礎

的な検討1^子なった。

　方汰　日本電色に業K K 。測色色差計ND－lOlDCを用い，試料布の方向li式料合の

一定方向に対し, たて，J､こ, 左右30°各バイア又,左右60°各ベイ了スの6 方向に置い
たときの色を測定した。試料は白，黒，赤 青, 奏の5gで，黒玖外は明度6.6 まrの明
　　　　　－－－　－　　’－　”’I●●-･-4y　’゛｀●J”Jy　゛^i¶　－゛/` /｀’゛９　゛゛ゝら
度の高い試粁である。たて方向を基準としたh心/mA　の色差式によるt差を求め, よた，

色相，彩度，明渡の三属性へその色差を分解した。

　結粟　現在の色ﾗ則定器は，完全拡鮫r受tしているI は盲え，試^nをiぐち向によっX

比穀的規則姓のあゐ色。差が見られる。中r も彩度の差が大きい44向rある。それ攻，織
物のような規則性のある表面の色刈定は，投射角や受光飢こ一定の条件を与えt .二次元

変角光度計的なg;l'J定を行なう必雲があるこtがわかった。




